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ワサビ属（Wα5α脇）の細胞学的研究は，すでにSUGI－
　　1）

URA，BφCHER＆LARSEN，SIDOROV＆SOKOLOVE
その他の報告がある．ワサビ属の染色体基本数は”＝

7で，染色体数はWα5αろ｛αゴ砂o〃｛oαM．の2n：

ユ4．28，W．θ∂ωαr肋の2n＝28．42など，種内に倍
　　　　1，3）
数性がある．ワサビ属には，山野・谷川に自生する野生

種と，改良された園芸品種がある．筆者は，本報告でユ

リワサビ（Wωαろ｛αzθ舳ゐM．）の体細胞染色体を観察

したので，その結果を報告する．

　　　　　　材料および方法

　本研究の材料は，我が国原産のワサビ属の1種（Wα一

伽ろ｛α肋〃｛∫M．）で丸山巌氏が帝釈峡にて採集された

ものである．

　染色体の観察のため，根端をまずO．O02Mo1の8一オ

キシキノリン液で2時間15℃で前処理し，これを45％

酢酸15．Cで15分間固定，ついで1－N塩酸（2）と45％酢酸

＜1）の混合液を用い，60◎Cで15～20秒間加水分解を行な

い，1％酢酸オルセインで染色する押しつぶし法を用い

た．

　　　　　　観　　察　　結　　果

　本種の染色体に関する報告はまだなかったが，筆者が

根端で観察した結果，体細胞染色体数は2n＝28で，

ここに初めて明らかにされた（第2図）．ワサビ属の染

色体は”＝7で，本材料は四倍性と考えられる．染色

体の大きさは最長2．2μ，最短O．9μである．体細胞分

裂の中問期，前期の観察から核内に異質染色質が存在す

ることが分った（第1図）．

　　　　　　　　　考　　　　察

　筆者の観察した，ユリワサビ（W．吻〃｛5．M．）は野

生種で，広く山野に自生するが，本研究に用いた材料は

2n＝28の染色体をもつ，四倍性であった．ワサビ属に

はすでに述べた如くW；伽洲αノ砂o〃｛oαM．の2n＝14

（二倍性）・28（四倍性），W．8∂ω”・ゐ勿の2n＝28

（四倍性）・42（六倍性）の如く，種内に倍数性がある

が本種：ユリワサビでも，2n＝28（四倍性）のみなら

ず，二倍性，その他の倍数性があるのではないかと考え

られる．今後の研究の発展にまたねばならない．
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　丸山巌氏に，本研究に用いたユリワサビ（w．肋必

M．）をいただいた．ここに厚くお礼串し上げます．

　　　　　　　　　摘　　　　要

1．本研究は，ユリワサビ（Wα∫αろ｛α肋沁M．）の体

　細胞染色体の研究を行なった．

2．ユリワサビ（W．zε舳｛∫M．）の染色体数は2n：

　28の四倍性で，初めて明らかにされた．
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SUMMARY 
1. This investigation was conducted to study the somatic chromosomes of Wasabia 

ten,u~s MATSUMURA 

2. Wasabia tenuis M, is tetraploid and has the somatic chromosomes of 2n = 28. The 

chrotmosome number was shown for the first time by this study 
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